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設
置
に
い
た
る
経
過

設
置
運
動
の
開
始

北
大
に
法
文
系
の
学
部
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
要
望
は
、

か
ら
始
ま
っ
た
札
幌
農
学

一
八
九
九
年
(
明
治
三
二
)

校
の
大
学
昇
格
運
動
に
す
で
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

北
大
は
、

一
九
ニ
一
年
(
大
正
一

O
)
以
来
連
年
の
よ
う

に
、
理
学
部
と
と
も
に
法
文
学
部
設
置
の
概
算
要
求
を
行
っ
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

設置tこいたる経過

当
時
、
北
大
予
科
に
赴
任
し
た
教
授
樟
本
成
美
(
漢
文
担
当
、
一
九
一
一
一
一
年
着
任
1
一
九
五
七
年
定
年
退
職
)
は
、
恩
師
の
東
京
帝
国
大
学
文
学

部
教
授
服
部
宇
之
吉
よ
り
、
も
う
す
ぐ
文
学
部
が
設
置
さ
れ
る
か
ら
教
育
と
研
究
に
努
力
す
る
よ
う
に
、
と
激
励
さ
れ
た
と
い
う
。

一
九
四
五
年
(
昭
和
二
O
)
十
一
月
三
十
日
に
総
長
に
就
任
し
た
伊
藤
誠
哉
の
も
と
で
、

再
び
法
文
学
部
設
置
の
努
力
が
進
め
ら
れ
た
。

翌
四
六
年
四
月
三
十
日
発
行
の
『
教
育
建
設
』
紙
上
に
、
総
長
は
「
法
文
学
部
の
増
設
に
就
い
て
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
、
戦
後
の
平

和
国
家
建
設
の
た
め
に
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
北
海
道
に
、
精
神
文
化
を
高
揚
さ
せ
る
必
要
を
強
調
し
、
理
系
総
合
大
学
の
北
大
に
、
法

文
学
部
を
設
置
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
九
州
帝
国
大
学
で
は
法
文
学
部
の
分
離
独
立
、
名
古
屋
帝
国
大
学
で
は
法
経
学
部
の
設
置
、
さ
ら
に
、
東
北
帝
国
大
学
で

は
農
学
部
の
設
置
な
ど
、
各
大
学
を
総
合
大
学
と
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
た
。

こ
の
時
点
に
お
い
て
北
大
は
法
文
学
部
設
立
の
目
途
を
他
大
学
の
文
系
学
部
よ
り
も
早
い
一
九
四
七
年
度
に
お
い
た
。
こ
の
裏
づ
け
と
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し
て
ま
ず
新
日
本
建
設
に
お
け
る
北
海
道
の
重
要
性
が
あ
り
、
道
民
の
強
い
要
望
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
寄
付
集
め
も
容
易
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
設
立
の
臨
時
費
は
学
内
の
維
持
費
か
ら
流
用
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
建
物
は
学
内
の



，62 

既
存
の
施
設
や
軍
の
旧
兵
舎
が
あ
り
、
教
官
も
旧
植
民
地
引
揚
者
の
中
か
ら
容
易
に
人
材
が
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
期
待
ど
お
り
に
は
実
現
せ
ず
、

そ
の
た
め
文
系
諸
学
部
は
多
く
の
苦
難
を
な
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
春
以
降
、
北
大
は
文
部
省
と
法
文
学
部
設
置
に
つ
い
て
折
衝
を
始
め
た
。
評
議
会
は
、
周
年
七
月
十
八
日
に
法
文
学
部
の

設
置
要
項
を
議
題
と
し
、
さ
ら
に
同
月
二
十
四
日
に
「
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
設
置
趣
意
書
」
と
「
昭
和
二
十
二
年
度
北
海
道
帝
国

大
学
法
文
学
部
設
置
概
算
書
」
を
承
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

法
文
学
部
は
三
カ
年
で
完
成
し
、

四
O
講
座
と
八
学
科
(
文
学
科
・
哲

学
科
・
教
育
学
科
・
宗
教
学
科
・
史
学
科
・
法
律
学
科
・
政
治
学
科
・
経
済
学
科
)
で
構
成
さ
れ
、
学
生
定
員
を
一
学
年
二

O
O名
と
し
て
い
る
。

完
成
ま
で
の
所
要
経
費
は
経
常
費
一
二

O
万
円
及
び
臨
時
費
一

O
O万
円
と
し
、
施
設
は
予
科
の
使
用
し
て
い
る
建
物
な
ど
を
利
用
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。

法文学部

さ
ら
に
、
八
月
十
七
日
に
は
、
創
設
促
進
の
た
め
の
準
備
委
員
を
選
ぶ
会
合
が
行
わ
れ
、
主
に
次
の
二
点
が
話
し
合
わ
れ
た
。
第
一

は
、
準
備
委
員
の
人
選
で
あ
る
。
学
内
で
は
各
学
部
長
及
び
予
科
長
に
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
た
。
学
外
で
は
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
桑

木
厳
翼
と
同
元
教
授
伊
藤
吉
之
助
に
依
頼
し
、
講
座
編
成
や
教
官
の
選
考
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
第
二
は
、
創
設
期
成
会
を
設

立
し
、
ま
た
代
議
士
に
働
き
か
け
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
設
置
運
動
は
、
本
格
的
と
な
っ
た
。
同
月
二
十
六
日
に
は
、
準
備
委
員
を
各
学
部
長
・
評
議
員
・
事
務
局
長
・
農
学
部
教
授

小
林
己
智
次
・
桑
木
厳
翼
・
伊
藤
吉
之
助
に
依
頼
し
た
。
そ
の
後
準
備
委
員
を
、
九
月
二
十
日
付
け
で
法
政
大
学
教
授
杉
之
原
舜
一
に
、

十
月
二
十
二
日
に
は
農
場
長
・
演
習
林
長
及
び
予
科
長
に
依
頼
し
た
。
ま
た
、
八
月
二
十
六
日
に
北
海
道
選
出
の
代
議
士
に
協
力
の
依
頼

状
を
発
送
し
た
。

法
文
学
部
創
設
期
成
会

一
九
四
六
年
九
月
十
二
日
に
、
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
創
設
期
成
会
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
た
。
会
長

か

ね

し

ち

に
は
北
海
道
長
官
増
田
甲
子
七
が
、
副
会
長
に
は
北
海
道
会
議
長
坂
東
秀
太
郎
と
北
海
道
市
長
会
長
・
札
幌



市
長
上
原
六
郎
及
び
元
北
海
道
帝
国
大
学
総
長
今
裕
が
選
ば
れ
た
。
期
成
会
の
支
部
は
、
道
内
各
市
と
支
庁
所
在
地
及
び
東
京
都
に
設
置

さ
れ
、
道
内
の
支
部
長
は
各
市
長
や
支
庁
長
が
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
期
成
会
設
立
趣
意
書
や
宣
言
並
び
に
期
成
会
規
約
と
寄

付
金
募
集
が
決
議
さ
れ
た
。
募
金
額
は
玉

O
O万
円
と
し
、

そ
の
支
出
内
訳
は
、
図
書
費
三

O
O万
円
と
予
科
移
転
費
二

O
O万
円
で
あ

設置tこいたる経過

る
。
こ
の
設
立
趣
意
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
海
道
帝
国
大
学
が
綜
合
大
学
で
あ
る
に
拘
ら
ず
法
文
学
部
を
欠
如
し
、
本
道
民
子
弟
の
教
育
上
極
め
て
遺
憾
な
る
も
の
の
あ
る
こ
と
は
多
言
を

倹
た
な
い
所
で
あ
っ
て
、
三
百
有
余
万
道
民
が
、
久
し
き
に

E
っ
て
其
の
併
設
を
要
望
し
来
っ
た
所
以
も
、
亦
、
此
処
に
存
す
る
所
で
あ
る
。

由
来
、
本
道
は
開
拓
後
日
浅
く
、
為
に
、
政
府
施
策
の
根
幹
に
は
、
共
の
拓
地
殖
民
を
偏
重
す
る
傾
向
が
あ
り
、
従
っ
て
、
本
道
の
実
情
に
浅
い

国
民
を
し
て
、
今
尚
教
育
文
化
の
面
に
於
い
て
本
道
を
軽
侮
蔑
視
せ
し
め
、
一
部
道
民
す
ら
之
を
甘
受
す
る
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
は
道
内
に
対
す
る

文
化
施
設
を
軽
ん
じ
た
被
行
的
政
策
の
結
果
で
あ
る
と
思
考
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
、
比
の
披
行
的
施
策
の
一
端
を
示
す
も
の
に
、
本
道
高
等

教
育
機
関
の
文
科
系
軽
視
の
遺
憾
事
が
あ
る
。
即
ち
、
唯
一
の
大
学
た
る
北
海
道
帝
国
大
学
の
学
部
の
悉
く
は
、
自
然
科
学
技
術
系
を
以
て
占
め
、

専
門
学
校
に
在
り
て
然
ら
ざ
る
も
の
は
小
樽
経
済
専
門
学
校
及
び
師
範
学
校
の
み
で
あ
っ
て
こ
れ
が
為
に
本
道
青
年
学
徒
に
し
て
、
天
票
、
素
養
教

養
の
、
共
に
人
文
科
的
に
秀
抜
せ
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
或
は
、
不
適
当
な
学
科
の
進
入
を
徐
儀
な
か
ら
し
め
、
或
は
又
、
迄
々
都
府
県
に
遊
学
す

る
の
外
な
き
に
い
た
ら
し
め
幾
多
有
為
の
人
材
の
成
育
を
阻
み
来
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
故
に
吾
等
は
、
か
か
る
肢
行
施
策
匡
正
の
為
に
も
、
冒
頭
所

説
の
要
望
を
多
年
に
一
旦
り
継
続
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
新
日
本
建
設
に
重
責
を
荷
ふ
本
道
は
、
本
月
一
日
内
務
省
試
案
と
し
て
発
表
せ
ら
れ
た
る
国
土
計
画
の
構
想
に
依
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

せ
ら
れ
、
今
や
内
外
朝
野
の
注
視
下
、
日
本
再
建
の
重
要
拠
点
と
し
て
一
大
エ
ポ
ッ
ク
を
画
す
べ
き
機
に
直
面
し
来
り
、
之
に
伴
っ
て
、
前
途
懸
案

の
緊
急
実
現
の
要
は
正
に
其
の
頂
点
に
到
達
し
た
り
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

由
っ
て
、
五
ロ
等
は
、
此
処
に
、
「
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
創
設
期
成
会
」
を
設
立
し
、
全
道
民
は
、
声
を
揃
へ
て
比
の
熱
意
を
当
局
に
開
陳

披
渥
し
、
強
く
輿
論
を
中
央
に
反
映
せ
し
め
、
又
、
心
を
一
に
し
て
之
が
実
現
上
必
要
な
る
資
金
の
調
達
に
協
カ
し
、
目
的
達
成
に
万
全
の
努
力
を

傾
倒
し
、
以
て
本
道
に
対
す
る
新
日
本
生
誕
上
の
期
待
に
、
滋
刺
た
る
生
気
を
注
ぎ
、
国
家
興
隆
の
一
礎
石
を
築
か
ん
こ
と
を
庶
幾
す
る
所
以
で
あ

る。
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さ
ら
に
、

期
成
会
の
成
立
に
当
た
っ
て
、

の
四
割
が
無
資
格
者
で
あ
る
と
い
う
実
状
を
指
摘

伊
藤
総
長
は
道
内
の
中
等
教
員
(
旧
制
)

法
文
学
部
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
述
ベ
た

(
『
北
海
道
帝
国
大
学
新
筒
』
一
九
四
六

し

中
等
教
員
の
質
的
量
的
な
充
実
の
た
め
に
、

年
九
月
二
十
四
日
)
。

ま
た
、

期
成
会
長
増
田
甲
子
七
は
、

ク
ラ
l
ク
の
も
た
ら
し
た
北
大
の
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
強
調
し
、
「
私
と
し
て
は
神
学
科
を
置

く
位
進
歩
的
で
良
い
と
思
ふ
。
世
界
の
大
学
に
神
学
科
の
な
い
大
学
は
殆
ん
ど
な
い
筈
で
あ
る
。
教
授
の
方
も
文
学
部
に
力
を
入
れ
る
方

向
に
選
定
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
」
(
『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』
同
前
)
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
、
期
成
会
は
十
月
二
十
九
日
に
各
支
部
へ
、
各
支
部
地
域
の
人
口
と
国
税
を
も
と
に
算
出
し
た
寄
付
募
集
額
を
割
り
当
て
た
。

一
方
、
十
月
五
日
に
は
衆
議
院
に
お
い
て
、
北
海
道
選
出
の
衆
議
院
議
員
小
川
原
政
信
ほ
か
玉
名
が
提
出
し
た
「
北
海
道
帝
国
大
学
法

法文学部

丈
両
学
部
設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
が
可
決
さ
れ
、
ま
た
、
十
一
月
五
日
に
札
幌
市
議
会
は
、
大
蔵
大
臣
・
文
部
大
臣
に
法
文
学
部
設
置

に
つ
い
て
の
請
願
書
を
提
出
し
た
。

具
体
案
と
設
置
決
定

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
北
大
は
、
文
部
省
へ
法
文
学
部
設
置
の
具
体
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
「
北
海
道
帝

国
大
学
法
文
学
部
創
設
関
係
書
類
」
は
、
趣
意
書
・
経
費
・
施
設
・
学
生
定
員
・
予
科
改
組
案
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
講
座
及
び
学
科
編
成
と
教
官
候
補
者
の
名
簿
は
入
っ
て
い
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
概
算
書
の
案
と
比
べ
る
と
、
あ
ら
た
に
予

科
改
組
案
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
予
科
に
文
科
を
増
設
す
る
案
で
、
八
月
十
日
の
評
議
会
で
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
生

徒
定
員
数
は
一
六

O
名
で
あ
る
。
法
文
学
部
開
設
後
一
、
二
年
間
の
法
文
学
部
入
学
生
は
二

O
O名
の
定
員
と
し
、
三
年
以
降
の
入
学
生

は
予
科
修
了
生
一
六

O
名
と
他
の
高
等
学
校
卒
業
生
の
試
験
入
学
者
一
四

O
名
か
ら
な
り
、
合
計
三

O
O名
の
定
員
に
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
施
設
は
、
予
科
が
使
用
し
て
い
る
建
物
な
ど
を
法
文
学
部
が
使
い
、
旧
陸
軍
の
月
寒
の
建
物
を
予
科
が
使
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

ま
た
法
文
学
部
設
立
の
経
費
は
、
政
府
支
出
金
に
よ
る
経
常
費
の
五
七
万
三
五
六
七
円
(
初
年
度
二
八
万
六
七
八
三
円
)
と
、
大
学
の
維
持
資



金
を
流
用
す
る
臨
時
費
一

O
O万
円
と
、
期
成
会
の
寄
付
金
玉

O
O万
円
で
あ
る
。

文
部
省
は
、
十
月
二
十
九
日
の
省
議
で
法
文
学
部
の
設
置
を
認
め
た
。
桑
木
厳
翼
と
伊
藤
吉
之
助
及
び
杉
之
原
舜
一
は
、
こ
の
知
ら
せ

を
受
け
、
講
座
・
学
科
編
成
と
教
官
候
補
者
の
選
考
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
桑
木
と
伊
藤
は
文
科
系
を
担
当
し
、
杉
之
原
は
法
科
系
を

担
当
し
た
。
経
済
系
は
東
京
産
業
大
学
(
現
一
橋
大
学
)
教
授
大
塚
金
之
助
の
協
力
を
得
た
。
十
一
月
十
八
日
に
文
部
省
よ
り
北
大
に
返

却
さ
れ
た
講
座
・
学
科
編
成
案
は
、
四

O
講
座
六
学
科
で
あ
る
。
学
科
は
哲
学
科
・
史
学
科
・
文
学
科
・
法
律
学
科
・
政
治
学
科
・
経
済

学
科
と
し
、
講
座
は
番
号
呼
称
制
で
、
哲
学
一

O
講
座
・
史
学
六
講
座
・
文
学
六
講
座
・
法
律
学
一
二
講
座
・
政
治
学
経
済
学
六
講
座
で

あ
る
。
な
お
、
政
治
学
科
は
政
治
学
政
治
史
を
内
容
と
す
る
政
治
学
経
済
学
第
一
講
座
で
構
成
さ
れ
、
経
済
学
科
は
政
治
学
経
済
学
第
二

設置tこいたる経過

講
座
か
ら
第
六
講
座
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
講
座
・
学
科
編
成
案
を
作
成
し
た
桑
木
厳
翼
は
、

同
年
十
二
月
十
五
日
逝
去

し
、
以
後
は
伊
藤
吉
之
助
が
中
心
と
な
っ
て
開
設
の
準
備
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
講
座
・
学
科
編
成
案
と
教
官
候
補
者
名
簿
が
さ
き
の
具
体
案
に
加
え
ら
れ
て
、
大
蔵
省
に
提
出
さ
れ
た
。
翌
一
九
四
七

年
(
昭
和
二
二
)

北
大
は
た
だ
ち
に
復
活
要
求
を
行
い
、

文
学
第
三
講
座
(
言
語
学
国
語
学
)
と
史
学
第
六
講
座
(
西
洋
史
学
二
)
が
削
除
さ
れ
三
八
講
座
と
な

一
月
七
日
に
大
蔵
省
よ
り
不
認
可
の
内
示
が
あ
っ
た
が
、

同
月
十
一
日
に
大
蔵

省
の
省
議
を
通
過
し
た
。
た
だ
し
、

り
、
予
科
に
文
科
を
設
置
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
初
年
度
の
予
算
は
二

O
九
万
三

O
O
O円
で
、
臨
時
費
は
北
大
が

全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
四
七
年
三
月
十
五
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
、
同
月
二
十
五
日
に
貴
族
院
も
通
過
し
て
、
法
文
学
部
は
い
よ
い
よ
日
の
目
を
見
る
こ

と
に
な
っ
た
。

，6ラ
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開
設
と
歩
み

善n.

E又

法
文
学
部
の
設
置
は
、

一
九
四
七
年
四
月
十
九
日
の
勅
令
第
二
ニ
九
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
。
初
年
度
の
開
設
講
座

置

は
、
哲
学
七
講
座
・
史
学
三
講
座
・
文
学
三
講
座
・
法
律
学
玉
講
座
・
政
治
学
一
講
座
・
経
済
学
ニ
講
座
で
あ
る
。
な

ぉ
、
史
学
関
係
講
座
は
、
官
報
に
よ
れ
ば
三
講
座
設
置
が
公
示
さ
れ
た
が
、
実
際
に
開
設
さ
れ
た
の
は
二
講
座
で
あ
っ
た
。

法文学部

こ
れ
よ
り
先
の
一
九
四
七
年
三
月
十
八
日
に
法
文
学
部
創
設
準
備
委
員
会
規
程
が
施
行
さ
れ
た
。
委
員
長
は
総
長
伊
藤
誠
哉
で
あ
り
、

委
員
は
伊
藤
吉
之
助
・
杉
之
原
舜
一
及
び
文
部
省
の
次
官
・
学
校
教
育
局
長
・
同
局
次
長
・
同
局
大
学
教
育
課
長
・
秘
書
課
長
・
会
計
課

長
・
学
校
教
育
局
春
山
順
之
助
・
学
校
会
計
課
伊
藤
徹
並
び
に
各
学
部
長
・
予
科
長
・
事
務
局
長
・
農
学
部
教
授
小
林
己
智
次
で
あ
る
。

伊
藤
吉
之
助
を
中
心
に
教
官
候
補
者
は
、
三
月
三
十
日
以
降
東
京
で
し
ば
し
ば
非
公
式
な
教
授
会
を
聞
き
、
入
学
試
験
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
四
月
二
十
八
日
に
北
大
で
、
学
内
関
係
者
と
伊
藤
吉
之
助
ら
に
よ
り
、
創
設
委
員
会
を
聞
き
、
開
講
期
日
や
入
学
試
験
な
ど

の
事
務
的
な
こ
と
と
、
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
規
程
案
を
決
定
し
た
。
こ
の
規
程
案
は
、
六
月
三
十
日
に
文
部
省
に
認
可
さ
れ
、
同

年
四
月
二
十
一
日
に
さ
か
の
ぼ
り
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
規
程
で
六
学
科
一
回
専
修
科
を
設
置
し
た
。
そ
れ
は
、
哲
学
科
(
哲
学
倫
理
学
・
心

理
学
教
育
学
・
社
会
学
宗
教
学
)
、
史
学
科
(
国
史
学
・
東
洋
史
学
・
西
洋
史
学
)
、
文
学
科
(
国
文
学
・
支
那
文
学
・
英
文
学
・
独
文
学
・
露
文
学
)
、

法
律
学
科
(
法
律
学
)
、

政
治
学
科
(
政
治
学
)
、
経
済
学
科
(
経
済
学
)
で
あ
る
。

周
年
六
月
五
、
六
日
に
入
学
試
験
が
行
わ
れ
、
同
月
十
二
日
に
農
学
部
の
講
堂
で
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
ま
た
六
月
九
日
に
は
、
伊

藤
吉
之
助
が
法
文
学
部
長
に
補
せ
ら
れ
た
。



開

講

九
月
一
日
に
開
講
式
が
中
央
講
堂
で
挙
行
さ
れ
、
翌
日
よ
り
予
科
が
使
用
し
て
い
た
新
館
な
ど
で
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。

伊
藤
吉
之
助
学
部
長
は
、
開
講
式
で
お
お
よ
そ
次
の
訓
示
を
述
べ
た
。

開
講
に
あ
た
り
強
く
諸
君
に
望
む
こ
と
は
大
学
の
理
念
の
自
覚
で
あ
る
。
大
学
は
最
高
学
府
と
し
て
ど
こ
ま
で
も
学
問
研
究
が
中
心
で
あ
る
。
真
理

の
探
究
と
学
問
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
は
大
学
そ
の
も
の
の
運
営
の
方
法
と
か
組
織
は
新
し
い
大
学
令
の
も
と
に

改
変
さ
れ
、
そ
の
う
え
諸
君
の
生
活
も
学
へ
の
専
念
を
許
さ
な
い
時
で
も
あ
る
が
、
こ
の
大
学
の
理
念
は
少
し
も
変
ら
ぬ
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
私
は
い
ま
へ

l
グ
ル
が
一
八
一
八
年
十
月
二
十
二
日
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
来
て
数
人
の
学
生
を
相
手
に
放
っ
た
言
葉
を
思
い
出

す
。
そ
れ
は
学
に
対
す
る
信
頼
、
真
理
に
対
す
る
信
念
、
自
己
自
身
に
対
す
る
畏
敬
を
忘
れ
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
の
体
得
は
人
間
自
身

で
あ
り
自
己
に
対
す
る
信
頼
と
畏
敬
の
獲
得
が
最
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
る
。
戦
後
大
学
は
色
々
な
意
味
で
そ
の
権
威
を
失
墜

し
て
い
る
か
の
感
を
抱
か
せ
る
が
、
学
園
の
封
建
性
は
学
徒
が
真
理
探
究
へ
の
勇
気
を
失
い
教
え
ら
れ
る
も
の
を
受
け
た
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
れ
を
助
長
す
る
。
文
化
国
家
へ
の
貢
献
と
本
道
文
化
の
理
念
化
の
た
め
に
か
け
ら
れ
た
諸
君
の
使
命
の
重
要
さ
を
自
覚
し
て
大
い
に
勉
学
さ

れ
ん
こ
と
を
望
む
。
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(
『
北
海
道
新
開
』

一
九
四
七
年
九
月
二
日
)

伊藤吉之助

開
講
に
い
た
る
経
過
を
、
「
北
海
道
大
学
法
文
学
部
現
況
報
告
書
(
昭
和

二
十
二
年
十
二
月
一
日
)
」
(
以
下
「
現
況
報
告
書
」
と
略
す
)
は
、
「
従
来
他
の
官

立
大
学
が
そ
の
官
制
公
布
後
開
講
に
至
る
迄
、
短
く
て
二
個
年
、
長
き
は

法文学部長

八
年
の
日
子
を
費
し
た
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
当
学
部
の
開
設
が
如
何
に

熱
心
な
る
企
画
・
実
行
の
結
果
な
る
や
は
、
自
ら
明
ら
か
な
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
戦
後
の
混
乱
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
短
期
間
に

開
講
を
み
た
の
は
特
筆
に
価
す
る
が
、

そ
の
反
面
、
後
に
述
べ
ら
れ
る
よ
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法文学部開設講座
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く1947.4.19 設置〉 く1948.9.14 設置〉 く1949.6.22 設置〉

l講座名|講座内容|講座名|講座内容i講座名|講座内容
哲学第 1講座 哲哲学学概史論 哲座学第2講 東史洋(1)哲学 哲座学第3講 東(2)洋哲学史

哲学第4 西史洋(1)哲学 哲学第8
教心理育学学(2)

哲学第5
西史(洋2)哲学

哲学第6
倫倫理理学学史

哲学第7 心理育学学教 (1)

哲学第9 社宗会教学学

哲学第10
社宗会教学学

2日主主~r語L122ヂ|EZ語|塁手話i講|蝉
文
文学第1講座

文西学洋及文学(1)
文座学第4講 西洋文学(2)

文学第2 国文学(1) 文学第5 西洋文学(の
寸兵I司与
文学第3 東洋文学

法座律学第1講 憲法学 講法律座学第6 商法学 法講律座学第3 訴刑法訟法刑学事

法 法律学第2 行政法学 法律学第9 国際法学 法律学第7 民寸位4ー事訴訟法
律
法律学第4 民法学(1) 法律学第10 比較法学

寸戸t
法律学第5 民法学(2) 法律学第11 法律史

法律学第8 社会法学 法律学第12 法律哲学

経済学(の



う
に
、

ス
タ
ッ
フ
や
設
備
を
充
実
す
る
た
め
に
困
難
な
途
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
四
七
年
度
に
発
令

講
座
と
教
官

講
座
は
、
前
頁
の
表
の
よ
う
に
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
三
カ
年
に
わ
た
り
順
次
開
設
さ
れ
た
。

が
講
座
を
担
当
し
た
り
、
さ
れ
た
教
官
は
編
末
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
開
設
講
座
と
教
官
の
関
係
を
み
る
と
、
教
授
が
少
な
い
た
め
に
助
教
授

ま
た
各
教
官
の
専
門
分
野
と
担
当
講
座
が
一
致
し
な
い
例
も
み
ら
れ
る
。

教
官
の
着
任
状
態
は
、
別
表
の
よ
う
に
順
調
に
進
ま
ず
、

む
し
ろ
悪
化
し
て
い
る
。

一
九
四
八
年
度
は
六
O
%
に
減
少
し
、
さ
ら
に
一
九
四
九
年
度
に
至
つ
て
は
五
五
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
講
座
の
増
設
に
対
し

一
九
四
七
年
度
の
在
任
教
官
は
定
員
数
の
七
六
%

で
あ
る
。

て
教
官
の
獲
得
が
順
調
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
あ
り
、

ま
た
着
任
し
た
教
官
が
ま
も
な
く
辞
任
し
た
こ
と
が
い
っ
そ
う

事
態
を
悪
化
さ
せ
た
。

一
九
四
八
年
九
月
に
は
助

開設と歩み2 169 

法文学部教官数表(除助手)

哲学科 14 10 16 10 20 12 

史学科 4 3 8 6 10 7 

文学科1) 8 8 9 9 2) 13 9 

法律学科 10 6 20 6 24 7 3) 

政治学科 2 l 2 l 2 1 

経済学科 4 4 8 6 10 7 4) 

その他 1 5) 

ぷ〉、
口

備考

1948 

i42 32 I 63 38 I 
本表は、各教授・助教授の担当科目にもとづき学

科別に集計した

1) 文学科の定員・現員ともに講師を含む

2) 助教授2名が辞任したが、同数の教官が任命

された

の教授2名が辞任したが、 1950年3月31日に教

授3名が任命された。なお、この3名は東大教

授と併任

4) 助教授1名が辞任したが、教官2名が任命さ

れた

の フランス語講師の所属が不明につき、当該個

所に記載

現員

44 

1949 

現員[定員

79 

現員 I定員

1947 

計

教
授
高
橋
義
孝
(
独
文
学
担
当
)
が
、
同
年
十

月
に
は
助
教
授
武
田
泰
淳
(
中
国
文
学
担
当
)
が

辞
任
し
た
。
翌
一
九
四
九
年
五
月
に
は
教
授
山
下

康
雄
(
国
際
法
担
当
)
と
助
教
授
亀
島
泰
治
(
財
政

学
担
当
)
が
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は
教
授
杉
之
原

舜

(
民
法
担
当
)
が
辞
任
し
た
。
こ
れ
ら
の
事

態
に
よ
り
、

と
り
わ
け
法
律
学
科
は
解
体
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

教
官
の
補
充
が
進
ま
な
か
っ
た
原
因
は
、
次
の

点
が
考
え
ら
れ
る
。
当
初
の
人
事
構
想
で
は
、

!日
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植
民
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
研
究
者
に
期
待
す
る
部
分
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
北

大
に
教
官
を
受
け
入
れ
る
宿
舎
や
研
究
用
図
書
が
不
足
し
て
お
り
、
研
究
教
育
の
条
件
が
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
官
の
不
足
を
補
う
意
味
も
含
め
て
、
法
文
学
部
は
他
大
学
か
ら
多
数
の
非
常
勤
講
師
を
招
い
た
。

教
官
た
ち
は
、

一
九
四
八
年
六
月
二
日
に
法
文
学
部
談
話
会
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
は
相
互
の
専
門
分
野
の
交
流
を
図
る
も
の
で
、
教

官
全
員
が
参
加
し
た
。

教

授

会

一
九
四
七
年
八
月
十
八
日
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
。
八
月
二
十
二
日
に
教
授
会
は
「
法
文
学
部
内
規
」
を

制
定
し
、
教
授
会
の
運
営
の
細
則
を
定
め
た
。
教
授
会
は
教
授
・
助
教
授
で
構
成
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
講
師
・
助
手
も

教
授
会
は
、

参
加
さ
せ
得
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
教
授
会
の
議
事
の
な
か
で
人
事
に
関
す
る
事
柄
や
そ
の
他
学
部
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
教

法文学部

授
の
み
の
教
授
会
を
開
催
す
る
と
し
た
。
学
部
長
・
評
議
員
の
被
選
挙
権
は
専
任
教
授
に
あ
り
、
選
挙
権
は
教
授
・
助
教
授
に
あ
っ
た
。

こ
の
内
規
は
、
翌
一
九
四
八
年
五
月
十
九
日
に
改
正
さ
れ
、
教
授
の
み
の
教
授
会
は
削
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
四
九
年
三
月
十
六

日
に
、
教
育
公
務
員
特
例
法
の
公
布
に
伴
い
再
び
改
正
さ
れ
、
学
位
論
文
の
審
査
や
人
事
に
関
す
る
議
事
は
、
教
授
の
み
の
教
授
会
で
行

う
こ
と
と
し
た
が
、
実
際
に
は
、
教
授
の
み
の
教
授
会
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

事
務
機
構

事
務
機
構
の
設
置
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
事
務
課
の
も
と
に
庶
務
掛
・
教
務
掛
・
会
計
掛
・
図
書
掛
の
四
掛
が
設
置
さ
れ

:、こ。

守、、ν
争
れ

一
九
四
七
年
八
月
三
十
一
日
の
「
職
員
住
所
録
」
に
よ
れ
ば
、
事
務
課
長
は
山
崎
両
三
郎
で
あ
る
。
庶
務
掛
は

事
務
官
一
名
と
掛
員
九
名
で
あ
り
、
教
務
掛
は
事
務
官
一
名
と
掛
員
二
名
で
あ
る
。
会
計
掛
は
事
務
官
一
名
と
嘱
託
二
名
及
び
掛
員
三
名

で
あ
り
、
図
書
掛
は
掛
員
一
名
で
あ
る
。
翌
一
九
四
八
年
十
月
一
日
の
「
職
員
住
所
録
」
で
は
、
事
務
課
長
は
長
谷
川
俊
蔵
に
替
わ
っ
て

お
り
、
各
掛
の
職
員
数
は
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、

一
九
四
七
年
八
月
二
十
七
日
に
は
、
「
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
職
員
互
助
会
規
約
」
が
制
定
さ
れ
た
。
互
助
会
は
教
職
員
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1947年度・ 1948年度法衣学部入学者数

1947 年度 1948 年度

;議官会学|季語!計|;土号室主学|欝l計

入学試験喜

官公立高等学校高等科卒業者 6 2 8 2 5 l 8 

官公立専門学校卒業者 30 15 27 72 25 29 10 64 

私立専門学校卒業者 7 5 7 I 19 5 5 2 12 

陸海軍諸学校卒業者 2 8 9 I 19 3 6 2 11 

の
官公立大学卒業者 1 2 3 

2 4 1 7 

師範学校卒業者 14 9 3 26 

他大学予科修了者 1 3 4 

:;l:l4; 
[と l fl::l::l「17l5l4;;〉

《

b

A
告

の

3

8
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言十

転部者1)

北大予科修了者 2)

再入学転入学転科者(1年) 2) 

" (2年)2) 

計

生

生

A 
口

科

講

選

聴

備考

の
「
相
互
の
親
睦
を
図
り
兼
て
慶
弔
禍

福
を
共
に
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、

会
長
に
は
学
部
長
が
就
任
し
た
。

学

法
文
学
部
の
学
生
は
、

生

一
般
募
集
に
よ
る
入
学

生
と
、
北
大
予
科
修
了
者
か
ら
な
っ

た。
第
一
回
の
入
学
志
願
者
の
願
書
受
付

tま

一
九
四
七
年
四
月
二
十
六
日
か
ら

五
月
二
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
、
入
学
試

験
は
六
月
玉
、
六
日
に
実
施
さ
れ
た
。

応
募
資
格
者
は
、
高
等
学
校
・
専
門
学

校
・
他
大
学
の
予
科
な
ど
の
卒
業
生

と
、
そ
れ
に
相
当
す
る
資
格
を
も
っ
者

で
あ
る
。
受
験
科
目
は
、
「
語
学
(
英

仏
・
独
語
の
う
ち
一
科
目
)
」

と

「
総
合

科
目

(
高
等
学
校
文
科
に
於
い
て
履
修
す

ベ
き
諸
学
科
一
般
智
能
検
査
を
含
む
)
」

で
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あ
る
。
受
験
者
は
志
望
す
る
学
科
を
第
二
志
望
ま
で
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

1948年頃の法文学部(復員服姿の学生が行きかう)

志
願
者
は
二
九
六
名
で
、
入
学
者
は
前
頁
の
表
の
よ
う
に
一
二
八
名
で
あ
る
。
内
訳

を
み
る
と
、
専
門
学
校
卒
業
生
は
入
学
者
の
七

O
%強
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

九

四
七
年
三
月
に
予
科
を
修
了
し
学
部
へ
進
学
し
た
後
法
文
学
部
へ
転
部
し
た
学
生
は
七

一
名
で
あ
り
、
さ
き
の
受
験
入
学
者
と
合
わ
せ
て
一
九
九
名
が
入
学
し
た
。

ま
た
、
選
科
生
・
聴
講
生
は
、
先
述
の
法
文
学
部
規
程
で
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

選
科
生
の
本
科
編
入
に
関
す
る
取
扱
い
規
程
は
一
九
四
七
年
十
一
月
に
定
め
ら
れ
た
。

一
方
、
予
科
で
は
、

一
九
四
七
年
四
月
か
ら
、
法
文
学
部
へ
進
学
を
希
望
す
る
者
を

募

p
、
文
科
の
ク
ラ
ス
を
編
成
し
た
。
こ
れ
は
制
度
的
に
は
非
公
認
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た

一
九
四
七
年
度
・
一
九
四
八
年
度
の
予
科
入
学
者
は
、
入
学
後
に
文
科
の
ク
ラ

ス
編
成
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
に
は
、

そ
の
た
め
の
入
学
者
の
増
員
は
行
わ
れ
て

の
時
点
か
ら
入
学
し
て
い
る
。

一
九
四
八
年
度
の
入
学
者
の
内
訳
は
一
九
四
七
年
度
と
同
じ
く
専
門
学
校
卒
業
生
が
多
い
。
ま
た
、
予
科
文
科
ク
ラ
ス
の
修
了
生
が
こ

、為民、
o

u
f
;
ν
 

学
生
た
ち
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
学
業
の
ほ
か
に
学
生
会
を
中
心
に
募
金
活
動
も
行
っ
た
。

一
九
五

O
年
三
月
に
は
、
第
一
期
生

名
で
あ
る
。

で
し
か
も
法
文
学
部
最
後
の
卒
業
生
二
ハ
二
名
が
巣
立
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
文
学
士
は
四
二
名
、
法
学
士
は
四

O
名
、
経
済
学
士
は
八

O



カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

法
文
学
部
規
程
に
定
め
ら
れ
た
履
修
科
目
を
み
る
と
、
必
修
科
目
数
は
、
哲
学
科
・
史
学
科
・
文
学
科
が
一
玉
、
法

律
学
科
・
政
治
学
科
が
一
七
、
経
済
学
科
が
一
八
で
あ
る
。
選
択
科
目
数
は
、
各
学
科
と
も
に
玉
で
あ
る
。
必
修
科

目
は
、
各
学
科
の
領
域
科
目
を
履
修
す
る
が
、
選
択
科
目
は
、
他
学
科
の
科
目
を
も
履
修
で
き
る
。
特
徴
あ
る
選
択
対
象
科
目
を
あ
げ
る

と
、
哲
学
科
・
史
学
科
で
は
法
律
学
・
政
治
学
・
経
済
学
・
教
育
学
関
係
科
目
が
、
文
学
科
で
は
法
律
学
・
経
済
学
・
教
育
学
関
係
科
目

と
ア
イ
ヌ
語
学
ア
イ
ヌ
文
学
が
あ
る
。
ま
た
哲
学
科
の
多
く
の
専
修
科
に
は
科
学
概
論
が
み
ら
れ
、
法
律
学
科
・
政
治
学
科
・
経
済
学
科

に
は
哲
学
概
論
と
科
学
概
論
が
み
ら
れ
る
。

開設と歩み

ア
イ
ヌ
語
学
ア
イ
ヌ
文
学
は
知
里
真
志
保
に
よ
っ
て
講
ぜ
ら
れ
た
。
彼
は
一
九
O
九
年
二
月
二
十
四
日
登
別
に
生
れ
、
室
蘭
中
学
か
ら
一
高
を
経

て
東
大
文
学
部
言
語
学
科
で
金
田
一
京
助
博
士
に
学
び
、
そ
の
後
豊
原
高
女
教
諭
と
し
て
ギ
リ
ヤ
l
ク
・
オ
ロ
ツ
コ
・
樺
太
ア
イ
ヌ
の
調
査
を
し
、

一
九
四
三
年
以
降
ふ
た
た
び
北
海
道
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
新
設
の
法
文
学
部
に
招
か
れ
た
。
知
里
は
ア
イ
ヌ
語
の
類
別
辞
典
を
つ
く
り
、
ア
イ

ヌ
文
法
を
完
成
せ
ん
と
し
て
い
た
。

2 

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
は
、

一
九
四
八
年
四
月
一
日
に
法
律
学
科
・
政
治
学
科
の
部
分
が
、
ま
た
一
九
四
九
年
四
月
一
日
に
経
済
学

科
の
部
分
が
改
正
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、

と
も
に
必
修
科
目
数
を
減
少
し
、
選
択
科
目
数
を
増
加
し
て
い
る
。
法
律
学
科
は
必
修

科
目
数
を
二
二
、
選
択
科
目
数
を
一

O
と
し
、
政
治
学
科
・
経
済
学
科
は
必
修
科
目
数
を
一
四
、
選
択
科
目
数
を
九
と
し
た
。
こ
れ
ら
三

学
科
の
選
択
対
象
科
目
か
ら
哲
学
概
論
・
科
学
概
論
が
削
除
さ
れ
た
。

北
方
の
ア
テ
ネ

法
文
学
部
設
置
の
目
的
の
一
つ
は
、
北
海
道
の
文
化
の
昂
揚
で
あ
り
、
法
文
学
部
が
い
だ
い
た
学
部
の
理
想
像
は
、

こ
れ
に
呼
応
し
て
い
る
。

:173 

当
時
、

学
部
長
予
定
者
で
あ
る
伊
藤
吉
之
助
は
、

一
九
四
七
年
五
月
六
日
付
け
の
『
北
海
道
新
聞
』
に

を
書
い

「
北
方
の
ア
テ
ネ
」

た
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農
学
校
初
期
の
青
年
た
ち
の
理
想
(
北
海
道
の
開
拓
と
文
化
の
建
設

l
引
用
者
)
の
幾
分
な
り
と
も
実
現
し
て
真
に
北
方
の
ア
テ
ネ
ら
し
い
も
の
と

す
る
こ
と
が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
は
他
学
部
と
と
も
に
新
設
学
部
(
法
文
学
部
|
引
用
者
)
の
双
肩
に
懸
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
理
想
は
唯
単
に
大
学
の
伝
統
的
理
想
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
日
の
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
ま
さ
に
そ
の

現
実
的
必
然
的
要
求
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
終
戦
以
後
に
お
け
る
北
海
道
の
使
命
が
新
た
な
意
義
を
帯
び
て
来
た
こ
と
は
人
々
の
い
う
通
り
で
あ

っ
て
北
方
の
開
拓
と
文
化
の
結
合
が
い
よ
い
よ
重
大
と
な
っ
て
来
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
新
た
な
使
命
の
実
現
は
さ
ら
に
新
た
な
日
本
の
理
想

|
文
化
国
家
|
に
反
映
し
て
そ
の
指
導
的
役
割
に
ま
で
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
様
に
し
て
始
め
て
い
わ
ゆ
る
「
北
方
の
ア
テ
ネ
」
は
そ

の
意
味
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
北
方
の
ア
テ
ネ
は
、
北
海
道
の
開
拓
と
文
化
の
理
想
像
を
ア
テ
ネ
に
求
め
た
意
味
で
あ
り
、

そ
の
理
想
像
実
現
の
た
め
に
法

文
学
部
の
役
割
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

法文学部

こ
の
よ
う
な
理
念
を
い
だ
い
た
法
文
学
部
は
、
北
大
に
新
た
な
空
気
を
送
り
込
ん
だ
。
総
合
大
学
と
な
っ
た
北
大
に
、

一
九
四
八
年
七

月
に
全
学
教
官
懇
談
会
が
発
足
し
、

学
問
的
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
懇
談
会

は
、
北
大
の
ほ
と
ん
ど
の
教
授
・
助
教
授
・
講
師
が
入
会
し
た
。
第
一
回
の
会
合
は
、
九
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
法
文
学
部
助
教
授

斎
藤
信
治
の
「
実
存
哲
学
に
就
い
て
」
と
、
低
温
科
学
研
究
所
教
授
福
富
孝
治
の
「
地
震
に
関
す
る
諸
問
題
」
が
講
演
さ
れ
た
。
こ
の
会

合
は
月
一
回
開
催
さ
れ
、
毎
回
人
文
社
会
科
学
系
・
自
然
科
学
系
か
ら
各
一
名
が
講
演
し
た
。
全
学
教
官
懇
談
会
は
漸
次
出
席
者
が
少
な

く
な
っ
た
が
、

一
九
六
三
年
ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
た
。



募
金
活
動
の
経
緯

設
備
な
ど
の
不
足

一
九
四
七
年
十
二
月
一
日
現
在
の
法
文
学
部
の
教
育
研
究
条
件
に
つ
い
て
、
「
現
況
報
告
書
」

は
次
の
よ
う
に
記

載
し
て
い
る
。
教
室
施
設
は
、
学
生
用
の
机
が
不
足
し
、

一
O
O名
以
上
聴
講
す
る
講
義
で
は
数
十
名
が
立
っ
た

r

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
図
書
は
哲
学
科
関
係
の
も
の
が
七

O
O冊
購
入
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ほ
と
ん
ど
道
外
よ
り
赴
任
し
た
教

募金活動の経緯

官
一
二
三
名
を
収
容
す
る
宿
舎
は
、
大
学
構
内
の
官
舎
二
棟
(
四
世
帯
収
容
)
と
月
寒
の
官
舎
四
棟
(
七
世
帯
収
容
)
及
び
大
学
構
内
の
職
員

集
会
所
(
単
身
赴
任
者
九
名
収
容
)
の
み
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
教
育
研
究
条
件
で
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
原
因
は
、
図
書
費
や
設
備
費
を
賄
う
期
成
会
の
寄
付
金
募
集

3 

が
不
振
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

ち
な
み
に
、

一
九
四
七
年
度
の
法
文
学
部
の
経
常
費
の
主
な
支
出
状
態
を
み
る
と
、
次
頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
予
算
総
額
約
一
四

O
万
円
に
対
し
支
払
い
総
額
は
約
三
二
四
万
円
で
、
約
一
八
四
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。
こ
の
赤
字
支
出
の
主
な
費
目
は
備
品
費
で
、
備
品

費
予
算
額
約
六
二
万
円
に
対
し
支
払
い
額
は
約
一
五
五
万
円
が
超
過
し
約
一
二
七
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
経
常
費
で
教
育
研
究

条
件
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
と
、
備
品
費
が
大
幅
に
増
額
し
て
経
常
費
を
圧
迫
し
、
ま
た
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
下
で
は
、
こ

の
備
品
費
で
購
入
で
き
た
も
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
に
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
寄
付
金
に
依
存
す

る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。

175 
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旧職員集会所(北側)

(1948.3.31現在)1947年度経常費支出の概要

募
金
の
開
始

期
成
会
の
募
金
予
定

円

A288，996.83 

ll必4，573.3ギムム4.051A1， 840， 650. 71 
備品費内訳図書購入費 960，398円50銭

家具購入費 1，007，433円

畳建具購入費 99，305円

その他 108，048円30銭

は
、
総
募
金
額
五

O

O
万
円
の
う
ち
四

O
O万
円
を
一
九
四

七
年
度
に
募
集
す
る
こ
と
に
し
て
い

た
。
募
金
活
動
は
一
九
四
七
年
二
月
二

十
日
に
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
募
金

は
順
調
に
進
ま
ず
、
同
年
十
二
月
一
日

現
在
の
寄
付
金
受
入
額
は
、

わ
ず
か
七

額残支払額予算額

人件費・旅費
消耗品費等

費ロロロ

計

備考

七
万
九

0
0
0円
(
以
下
の
寄
付
金
額
は

千
円
未
満
を
四
捨
五
入
)
で
あ
っ
た
。

ラー
」

備

の
低
調
さ
は
、
戦
後
の
混
乱
期
と
い
う

社
会
的
状
況
と
、
期
成
会
の
内
部
事
情

に
起
因
す
る
。
同
年
四
月
に
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
最
初
の
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、
期
成
会
の
会
長
(
北
海
道
長
官
増
田
甲
子
七
)

-
支
部

長
な
ど
が
入
れ
替
り
、
支
部
の
末
端
に
寄
付
割
り
当
て
額
な
ど
が
伝
達
さ
れ
ず
、
活
動
が
停
滞
し
た
の
で
あ
る
。

さ
き
の
「
報
告
書
」
は
、
こ
の
受
入
金
を
も
っ
て
計
画
の
一
部
を
遂
行
し
た
結
果
赤
字
は
一
九
八
万
円
に
も
の
ぼ
る
、

と
述
べ
て
い

るシ』、

る
。
こ
れ
に
は
、
受
入
額
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
当
時
の
物
価
上
昇
を
み

こ
の
点
を
考
慮
し
、
「
報

一
九
四
八
年
一
月
の
物
価
は
一
九
四
七
年
九
月
の
期
成
会
発
足
時
に
比
べ
て
約
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。

告
書
」
は
募
金
額
五

O
O万
円
を
ニ

0
0
0万
円
に
増
額
す
る
よ
う
に
訴
え
た
。
内
訳
は
、
設
備
費
三
八

O
万
円
・
図
書
費
九

O
O万
円
・



心
理
実
験
施
設
費
一
五

O
万
円
・
校
舎
改
修
費
三
五

O
万
円
・
教
官
官
舎
費
ニ

O
万
円
で
あ
る
。
な
お
、
当
初
予
定
の
予
科
移
転
費
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。

「
報
告
書
」
発
行
日
と
同
じ
十
二
月
一
日
に
、
期
成
会
新
会
長
田
中
敏
文
と
総
長
伊
藤
誠
哉
は
、
募
金
額
を
二

0
0
0万
円
に
増
額
す

る
旨
を
新
聞
紙
上
に
発
表
し
た
。
ま
た
十
二
月
中
に
は
、
期
成
会
は
「
北
海
道
、
全
道
民
に
訴
ふ
」
と
題
し
た
ピ
ラ
を
配
布
し
、
運
動
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。

一
方
、
法
文
学
部
の
学
生
た
ち
は
こ
の
事
態
を
憂
慮
し
、

一
九
四
七
年
十
月
末
に
札
幌
市
の
繁
華
街
で
募
金
活
動
を
始
め
た
。
ま
た
、

法
文
学
部
教
授
会
も
、
十
月
八
日
に
募
金
促
進
委
員
会
を
設
け
た
。
十
一
月
七
日
か
ら
一
週
間
、
法
文
学
部
の
教
官
・
学
生
は
、
全
道
各

募金活動の経緯

地
で
講
演
会
を
開
催
し
、
募
金
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
教
官
・
学
生
の
活
動
は
、
そ
の
後
一
年
間
続
け
ら
れ
、

一
九
四
八
年
十
一

月
十
日
に
本
来
の
教
育
・
研
究
に
従
事
す
る
た
め
に
打
ち
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
四
七
年
十
一
月
に
は
、
北
大
関
係
者
や
父

3 

兄
な
ど
か
ら
な
る
法
文
学
部
後
援
会
が
発
足
し
、
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
運
動
の
結
果
、
、
一
九
四
七
年
十
二
月
か
ら
一
九
四
八
年
三
月
末
日
ま
で
に
一
七
四
万
九

0
0
0円
(
月
平
均
四
七
万
三

0
0
0

円
)
の
寄
付
受
入
が
あ
り
、
同
年
十
一
月
ま
で
に
は
八
八
万
一

0
0
0円
(
月
平
均
二
万
円
)
が
増
え
、

累
計
三
四

O
万
九

0
0
0円
と

ト
品
つ

F
-
o

，

y
て
ナ
J

運
動
の
困
難

一
九
四
八
年
十
二
月
一
日
発
行
の
「
北
海
道
大
学
法
文
学
部
現
況
報
告
書
そ
の
こ
」
は
、
前
年
の
十
二
月
段
階
と
同
じ

く
教
育
研
究
条
件
が
劣
悪
な
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
教
室
設
備
の
不
備
は
も
と
よ
り
、
図
書
も
目
標
蔵
書
数
の
七
・

八
%
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
教
官
の
宿
舎
は
、
募
金
を
も
と
に
ア
パ
ー
ト
が
建
築
さ
れ
若
干
好
転
し
た
が
、

ま
だ
不
十
分
な
状
態
で
あ

'77 

っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
四
八
年
度
に
必
要
不
可
欠
の
経
費
と
し
て
、
契
約
済
及
び
緊
急
図
書
購
入
費
三
三

O
万
円
・
教
官
官
舎
新
営
費
二

ニ
O
万
円
な
ど
総
額
七

O
O万
円
を
あ
げ
て
い
る
。
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同
年
十
一
月
に
関
係
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
募
金
活
動
の
ほ
か
に
新
た
な
資
金
獲
得
方

法
を
検
討
し
、
次
の
三
策
を
決
定
し
た
。
付
大
学
基
本
財
産
を
処
分
す
る
。

ω興
行
を

法文学部建設基金としるした募金用鉛筆

行
い
入
場
料
を
寄
付
す
る
。
同
北
海
道
教
職
員
組
合
を
通
じ
て
四
六

O
万
円
を
募
集
す

る
。
し
か
し
、
付
は
演
習
林
の
木
材
が
払
い
下
げ
に
不
向
き
で
あ
り
実
行
で
き
な
か
っ

た

0
0は
翌
一
九
四
九
年
四
月
下
旬
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
、
道
内
各
市
で
渡
辺
は

ま
子
・
ニ
葉
あ
き
子
・
淡
谷
の
り
子
の
シ
ョ
ー
を
興
行
し
た
が
、
好
成
績
で
は
な
か
っ

た
。
同
は
、

一
九
四
八
年
十
二
月
十
七
日
の
北
海
道
教
職
員
組
合
臨
時
大
会
で
協
力
す

る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
北
海
道
教
職
員
組
合
中
央
執
行
委
員
長
は
、
翌
一
九
四
九
年

二
月
三
日
に
組
合
支
部
長
に
、
法
文
学
部
の
危
機
を
救
う
の
は
「
国
立
大
学
の
問
題
で

あ
る
か
ら
当
然
国
家
」
が
な
す
べ
き
で
あ
り
「
国
民
大
衆
の
責
任
で
は
断
じ
て
な
い
。

ま
し
て
や
教
組
が
寄
付
募
集
に
手
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
は
:
:
:
基
本
的
に
反
対
な
の
で

あ
る
」
が
、

「
大
学
の
門
を
一
部
特
殊
階
級
者
の
教
育
か
ら
勤
労
大
衆
へ
解
放
」

し
ペコ

つ
あ
る
の
で
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
、

と
報
告
し
て
い
る
。

そ
の
後
一
九
四
九
年
三
月
に
、
三
笠
宮
か
ら
一
万
円
が
、
札
幌
酪
農
組
合
従
業
員
か
ら
一
回
目
分
と
し
て
六
八
六

O
円
五

O
銭
が
寄
付

さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
六
月
二
十
二
日
現
在
の
寄
付
受
入
額
は
、
前
年
十
一
月
か
ら
三
三
万
五

0
0
0円
(
月
平
均
三
万
二

0
0
0円
)
が
あ
り
、

累
計
三
七
三
万
四

O
O
O円
と
な
っ
た
。



打

こ
の
深
刻
な
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
、

一
九
四
九
年
七
月
以
後
期
成
会
や
学
生
た
ち
は
新
た
な
活
動
を
始
め
た
。
学
生

七
月
十
三
日
に
期
成
会
と
協
議
し
教
授
会
の
承
認
を
得
て
、

開

た
ち
は
、
鉛
筆
販
売
に
よ
る
募
金
を
行
う
こ
と
を
決
議
し
、

八
月
下
旬
に
支
部
末
端
へ
募
金
額
を
割
り
当
て
る
今
ま
で
の
方
法
が
、
社
会
の
資
金
難
と
末
端
組

活
動
を
始
め
た
。
ま
た
、
期
成
会
は
、

織
の
市
町
村
長
が
活
動
で
き
な
い
状
態
に
よ
り
ゆ
き
づ
ま
っ
た
、

こ
と
と
し
た
。

と
反
省
し
、
今
後
の
方
針
は
、
企
業
な
ど
か
ら
の
大
口
の
寄
付
を
仰
ぐ

O
円
(
月
平
均
八
四
万
一

0
0
0円
)
で
、
累
計
は
、

七
月
以
降
、
事
態
は
好
転
す
る
。

一
九
四
九
年
七
月
か
ら
翌
一
九
五

O
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
寄
付
受
入
額
は
、
一
九
四
九
年
八
月
に
北

募金活動の経緯3 '79 

法文学部創設寄付金受入内訳 (1951.3 . 26) 

一
O
O九
万
四

0
0

一
三
五

O
万
三

0
0
0円
と
急
増
し
た
。
こ
の
う
ち
に
は
、

寄付金受入額

円

札幌市 1，480，080.00 

大北法
小樽市 1，063，600.00 

函館市 985，000.00 

石狩・空知・後志支庁 466，304.38 

渡島・槍山支庁 139，800.00 

月E振・日高支庁 465，416.00 

上川支庁 808，185.83 

留茄・宗谷・網走支庁 275，512.00 

課北内職教組員事醸醸1金5金d支庁
482，842.50 

の 学扱 991，264.09 

寄付金
287，895.40 

三笠宮家 10，000.00 

計 7，455，900.20 

そ
学生鉛筆運動 2，400，000.0。

の 道庁よりの図書貸付費 8，000，000.00 
他 拓銀よりの寄付 1，750，000.00 
の
北海道炭鉱よりの寄付

寄付金

500，000.00 

その他 440，000.00 

計 13，090，000.00 

分区

海
道
議
会
が
図
書
購
入
費
と
し
て
寄
付
す
る

20，545，900.20 

一
九
玉

O
年
四

こ
と
と
し
た
玉

O
O万
円
が
あ
る
。

そ
の
後
も
募
金
が
順
調
に
進
み
、

一
九
五

一
年
三
月
二
十
六
日
に
別
表
の
よ
う
に
目
標

の
二

0
0
0万
円
を
超
え
た
の
で
、
期
成
会

は
解
散
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
総
募
金
額
の

計

支
出
内
訳
は
、
さ
し
あ
た
り
不
明
で
あ
る
。

A、

'" 

た
だ
、
先
述
し
た
よ
う
に
募
金
目
標
額
二

O

0
0万
円
は
、
最
低
線
と
し
て
決
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
後
も
イ
ン
フ
レ

l

シ
ョ
ン
が
進
行
し
た
結
果
、
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月
一
日
に
法
文
学
部
よ
り
分
離
し
た
文
学
部
と
法
経
学
部
は
、

と
り
わ
け
図
書
の
充
実
に
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

四

新
制
大
学
へ
の
転
換
と
文
学
部
・
法
経
学
部
へ
の
分
離

新
制
大
学
へ
の
転
換

一
九
四
七
年
(
昭
和
一
一
一
一
)
九
月
に
開
講
し
た
法
文
学
部
は
、

た
だ
ち
に
戦
後
の
教
育
制
度
改
革
に
直
面
し
た
。

つ
ま
り
、
旧
制
と
し
て
設
置
さ
れ
た
法
文
学
部
は
、

一
九
四
九
年
に
発
足
す
る
新
制
大
学
へ
改
編
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。

法文学部

北
大
は
、
新
制
大
学
の
基
本
的
枠
組
を
作
る
た
め
に
、

一
九
四
七
年
三
月
に
北
海
道
帝
国
大
学
制
度
審
議
会
を
発
足
さ
せ
、
同
年
十
月

に
は
具
体
的
な
制
度
編
成
を
行
う
大
学
制
度
改
正
実
行
委
員
会
を
設
置
し
た
。
翌
一
九
四
八
年
一
月
に
は
、
大
学
制
度
改
正
実
行
委
員
会

は
大
学
基
準
対
策
委
員
会
に
改
編
さ
れ
た
。

法
文
学
部
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
実
行
委
員
会
・
対
策
委
員
会
に
参
加
し
、
新
制
大
学
へ
の
移
行
に
取
り
組
ん
だ
。
法
文
学

部
の
直
面
し
た
問
題
は
、
第
一
に
は
、
既
存
既
定
の
三
八
講
座
に
あ
ら
た
な
講
座
を
増
設
す
る
こ
と
と
、
法
文
学
部
を
文
学
部
・
法
学

部
・
経
済
学
部
に
分
離
す
る
こ
と
を
併
行
し
て
計
画
し
、
第
二
に
は
、
新
設
さ
れ
る
教
養
課
程
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ

た。
「
新
制
北
海
道
大
学

法
文
学
部
教
授
会
は
、

一
九
四
八
年
二
月
以
降
、
講
座
の
増
設
と
新
制
度
下
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
及
び
教

養
課
程
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
同
年
七
月
五
日
に
「
新
制
北
海
道
大
学
法
文
学
部
計
画
要
綱
」
を
決
定
し

法
文
学
部
計
画
要
綱
」

た
。
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



一
、
法
文
学
部
に
教
養
学
科
、
専
門
学
科
を
置
き
、
専
門
学
科
を
哲
学
科
、
史
学
科
、
文
学
科
、
法
律
学
科
、
政
治
学
科
及
経
済
学
科
の
六
学
科
と

す
る
。

新宿j大学への転換と文学部・法経学部への分離

二
、
教
養
学
科
に
左
の
講
座
を
置
き
、
そ
の
細
目
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。
(
別
表
を
略
す
l
引
用
者
)

人
文
科
学
十
七
講
座
社
会
科
学
四
講
座

但
し
自
然
科
学
講
座
は
理
学
部
と
連
絡
す
る
。

三
、
専
門
学
科
に
左
の
講
座
を
置
き
、
そ
の
細
目
は
別
表
の
通
P
と
す
る
。
(
別
表
を
略
す
l
引
用
者
)

哲
学
科
十
四
講
座
、
史
学
科
八
講
座
、
文
学
科
十
講
座
、
法
律
学
科
十
八
講
座
、
政
治
学
科
五
講
座
、
経
済
学
科
十
講
座

四
、
特
に
須
要
な
る
授
業
科
目
に
は
講
座
外
の
教
官
(
教
授
、
助
教
授
、
講
師
の
う
ち
一
も
し
く
は
一
一
)
を
置
く
。

玉
、
北
海
道
大
学
内
に
設
置
さ
れ
る
大
学
院
法
文
系
専
門
学
科
の
教
官
は
法
文
学
部
専
門
学
科
に
属
す
る
教
授
、
助
教
授
、
講
師
を
以
て
之
れ
に
あ

て
る
。

六
、
学
生
の
定
員
は
一
学
年
二
百
名
と
す
る
。

つ
ま
り
、
新
制
の
法
文
学
部
は
、

「
専
門
学
科
」
の
み
な
ら
ず
「
教
養
学
科
」
を
も
含
む
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
教
養
学
科
」
は
、
教
科
目
群
の
総
称
で
あ
り
、
教
養
課
程
担
当
教
官
の
組
織
で
あ
る
。
大
学
院
の
法
文
系
の
教

官
は
「
専
門
学
科
」
の
教
官
が
担
当
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
右
の
六
五
講
座
の
う
ち
、
増
設
予
定
の
講
座
は
、
哲
学
科
四
講
座
・
史
学

4 

科
三
講
座
・
文
学
科
五
講
座
・
法
律
学
科
六
講
座
・
政
治
学
科
四
講
座
・
経
済
学
科
玉
講
座
で
、
合
計
二
七
講
座
で
あ
る
。
教
養
学
科
と

法
文
学
部
と
の
関
係
は
後
述
す
る
。

法
文
学
部
教
授
会
は
、
こ
の
よ
う
に
基
本
方
針
を
決
定
し
た
後
の
同
年
七
月
十
九
日
に
、
法
文
学
部
を
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部

181 

に
分
離
す
る
方
針
を
定
め
、
さ
き
の
計
画
要
綱
に
「
七
、
学
部
完
成
の
際
は
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
に
独
立
の
予
定
」
と
付
け
加

え
た
。
さ
ら
に
八
月
十
八
日
に
法
文
学
部
教
授
会
は
、
文
・
法
・
経
三
学
部
分
離
独
立
を
決
定
し
た
。
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法
文
学
部
の
分
離
案
と
講
座
増
設
案
は
、

一
九
四
八
年
七
月
二
十
八
日
の
評
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。
「
北
海
道
大
学

三
学
部
分
離
案

設
置
認
可
申
請
書
」
は
、
七
月
三
十
一
日
に
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
法
文
学
部
を
新
制
移
行
と
同
時

に
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
の
分
離
案
と
、
文
学
部
哲
学
科
の
教
職
講
座
四
と
経
済
学
部
の
三
講
座
を
増
設
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
同
年
九
月
七
日
に
評
議
会
で
承
認
さ
れ
た
一
九
四
九
年
度
の
概
算
要
求
書
に
、
法
文
学
部
の
講
座
増
設
と
三
学
部
へ
の
分
離
独

立
案
が
記
載
さ
れ
た
。
要
求
し
た
増
設
講
座
数
は
、
哲
学
科
・
史
学
科
・
文
学
科
・
法
律
学
科
・
政
治
学
科
各
二
講
座
と
経
済
学
科
三
講

座
で
あ
る
。
三
学
部
分
離
独
立
の
際
の
各
学
部
増
設
講
座
数
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

法文学部

文
学
部
・
法
経
学
部

大
学
設
置
委
員
会
の
委
員
は
、

一
九
四
八
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
来
学
し
、
新
制
大
学
と
な
る

北
海
道
大
学
を
調
査
し
た
。
文
部
省
の
事
務
官
は
、

同
年
十
二
月
一
日
に
調
査
の
結
果
と
し
て
、
「
文
科
・
法

独

...L. 

.lL 

分

離

の

科
の
独
立
は
差
支
へ
な
き
も
経
済
の
独
立
は
認
め
ら
れ
ぬ
。
文
学
部
・
法
経
学
部
と
す
る
な
ら
差
支
へ
な
い
」

と
語
っ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
北
大
は
、

一
九
四
九
年
一
月
十
一
日
に
さ
き
の
「
北
海
道
大
学
設
置
認
可
申
請
書
」
を
修
正
し
、
文
学
部
と
法

経
学
部
の
二
学
部
分
離
独
立
案
と
し
た
。一
九
四
九
年
五
月
三
十
一
日
に
公
布
さ
れ
、
新
制
大
学
と
し
て
、
二
学
部
分
離
独
立
を
認
め
ず
、
法

文
学
部
の
設
置
を
認
可
し
た
の
で
あ
る
。
同
日
付
け
の
文
部
省
学
校
教
育
局
長
よ
り
北
大
宛
の
書
翰
に
は
、
「
文
学
部
と
法
経
学
部
と
を

し
か
し
、
国
立
大
学
設
置
法
は
、

合
併
し
て
法
文
学
部
と
す
る
こ
と
」
及
び
「
法
文
学
部
法
経
関
係
の
専
門
図
書
:
:
:
を
更
に
充
実
す
る
こ
と
:
:
:
法
文
学
部
経
済
学
科
の

教
授
を
至
急
充
実
す
る
こ
と
」
と
、
新
制
法
文
学
部
設
置
の
条
件
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
法
文
学
部
教
授
会
は
、

一
九
四
九
年
八
月
十
二
日
に
あ
ら
た
め
て
三
学
部
分
離
独
立
案
を
確
認
し
た
。
同
年
九
月
十
日
に
三



学
部
分
離
案
を
、

ま
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
別
に
法
経
学
部
の
設
置
申
請
書
を
文
部
省
へ
提
出
し
た
。
文
部
省
は
、

六
日
に
大
蔵
省
へ
文
学
部
・
法
経
学
部
の
設
置
を
要
求
し
た
。

F

-

宇
野

-

i

J

、

ナ
J
ふ

J

Tし

「
直
ち
に
予
算
の
増
額
を
意
図
し
て
お
る
も
の
で
は
な
く
差
し

一
九
五

O
年
二
月

当
り
(
昭
和
二
十
六
年
度
、
昭
和
二
十
七
年
度
)
こ
の
こ
と
に
関
し
予
算
の
増
額
を
要
求
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
の
条
件
付
き
で
あ

新宿j大学への転換と文学部・法経学部への分離

一
日
に
分
離
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
講
座
増
設
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
五

O
年
三
月
三
十
一
日
に
、
法
文
学
部
は
文
学
部
と
法
経
学
部
に
分
離
す
る
こ
と
が
公
布
さ
れ
、

っ
た
。
こ
の
要
求
が
通
り
、

新
制
大
学
基
準
対
策
委
員
会
は
、

一
九
四
八
年
二
月
に
対
策
委
員
会
内
部
の
案
と
し
て
、
「
教
養
科
」

教
養
学
科

か
ら
な
る
教
養
学
部
案
を
作
成
し
た
。

法
文
学
部
教
授
会
は
、

同
年
二
月
二
十
一
日
に
こ
の
案
を
否
定
し
、
「
教
養
学
科

と
「
教
育
講
座
」

設
置
要
綱
」
を
法
文
学
部
の
案
と
し
て
決
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

4 

第
一
法
文
学
部
及
び
理
学
部
に
教
養
学
科
を
置
く
。

第
二
全
学
の
教
養
科
の
教
育
は
教
養
学
科
に
於
て
こ
れ
を
担
当
す
る
。

第
三
法
文
学
部
教
養
学
科
に
は
左
の
科
目
を
置
く
。

ω
人
文
科
学
(
文
学
、
哲
学
、
心
理
学
、
論
理
学
、
経
済
学
、
統
計
学
、
社
会
学
、
史
学
、
法
学
)

ω
外
国
語
(
英
語
、
独
乙
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
)

理
学
部
教
養
学
科
に
は
左
の
科
目
を
置
く
。

自
然
科
学
(
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
地
学
)

第
四
教
養
学
科
の
教
官
の
定
員
は
左
の
通
り
と
す
る
。

ω
法
文
学
部
教
授
名
、
助
教
授
名
、
助
手
名

ω
理
学
部
教
授
名
、
助
教
授
名
、
助
手
名

第
五
教
養
学
科
の
学
生
の
定
員
は
左
の
通
り
と
す
る
。

ω
法
文
学
部

183 

名

四
月
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ω
理
学
部
名

〈

マ

マ

)

(

マ

マ

)

第
六
学
生
は
第
二
学
年
初
め
に
於
い
て
専
問
学
部
及
専
問
学
科
に
分
属
す
る
。
但
し
医
学
部
を
除
く
。

こ
の
要
綱
中
、
「
教
養
科
」
は
教
養
課
程
を
意
味
し
、
「
教
養
学
科
」
は
教
養
課
程
の
責
任
主
体
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
教
義
課

程
の
教
官
・
学
生
を
法
文
学
部
と
理
学
部
に
分
属
さ
せ
る
案
で
あ
る
。

法
文
学
部
教
授
会
は
、
こ
の
案
に
引
き
続
き
、

七
月
五
日
に
さ
き
の
「
新
制
北
海
道
大
学
法
文
学
部
計
画
要
綱
」
で
、
教
養
課
程
の
講

座
を
法
文
学
部
に
所
属
さ
せ
る
意
向
を
決
定
し
た
。

対
策
委
員
会
は
、

同
年
七
月
九
日
に
、
「
教
養
学
科
に
於
け
る
教
育
の
運
営
主
体
は

法文学部

七
月
十
三
日
に
法
文
学
部
に
教
養
課
程
の
人
文
科
学
一
七
講
座
・
社
会

科
学
四
講
座
を
所
属
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
だ
が
、
学
生
を
法
文
・
理
に
分
属
さ
せ
る
方
針
は
と
ら
ず
、
学
長
に
直
属
さ
せ
る
こ
と
と
し

人
文
科
学
系
・
社
会
科
学
系
は
法
文
学
部
に
」
あ
る
と
決
定
し
、

た。
教
養
学
科
は
、
国
立
大
学
設
置
法
(
一
九
四
九
年
五
月
三
一
日
公
布
〉
に
基
づ
き
発
足
し
た
。

一
四
名
の
教
養
課
程
担
当
教
官
が
、

同
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
発
令
さ
れ
法
文
学
部
に
所
属
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
官
は
、
九
月
二
十
八
日
以
降
、
法
文
学
部
の
教
授
会
に
出
席
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
十
月
十
四
日
の
対
策
委
員
会
の
解
散
に
よ
っ
て
、
教
養
課
程
の
人
文
・
社
会
系
担
当
教
官
の
人
事
選
考
は
法
文

学
部
教
授
会
に
移
さ
れ
た
。

教
養
学
科
は
、

一
九
四
九
年
六
月
二
十
九
日
に
設
置
さ
れ
た
教
養
学
科
連
絡
委
員
会
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
の
委

員
長
は
学
長
が
な
り
、
副
委
員
長
は
法
文
学
部
長
・
理
学
部
長
が
、
委
員
は
そ
の
他
の
学
部
長
及
び
法
文
学
部
・
理
学
部
所
属
教
官
各
二

名
(
教
義
課
程
担
当
教
官
及
び
専
門
課
程
担
当
教
官
各
一
名
)
で
あ
る
。
な
お
、
委
員
の
任
期
は
、

一
九
五

O
年
三
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

法
文
学
部
教
授
会
は
、
こ
の
全
学
的
な
運
営
方
式
に
対
し
て
、
教
養
課
程
担
当
教
官
が
所
属
し
て
い
る
法
文
学
部
と
理
学
部
が
教
養
学
科

の
運
営
方
針
を
決
定
し
、
連
絡
委
員
会
は
そ
の
連
絡
や
調
整
を
行
う
機
関
と
す
べ
き
で
あ
る
、

と
考
え
て
い
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ



た。
新
制
大
学
発
足
二
年
目
を
迎
え
た
一
九
五

O
年
四
月
以
降
は
、
教
養
課
程
の
組
織
や
運
営
方
法
を
よ
り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
教
養
課
程
の
年
限
や
学
生
の
所
属
や
、
さ
ら
に
恒
常
的
な
運
営
組
織
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
法
文
学
部
は
同

年
四
月
一
日
に
、
文
学
部
と
法
経
学
部
に
分
離
し
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
同
学
部
と
り
わ
け
文
学
部
へ
引
き
渡
し
た
の
で
あ
る
。

法
文
学
部
の
最
後
の
教
授
会
は
、

一
九
五

O
年
四
月
五
日
に
聞
か
れ
、
学
部
分
離
委
員
会
よ
り
「
学
部
が
分
離
し
た
場
合
の
教
養
学
科
教

官
所
属
に
つ
い
て
は
、
法
文
学
部
が
消
滅
し
其
の
根
抵
が
崩
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
学
部
に
は
所
属
せ
ず
、
其
の
対
策
は
評
議
会
で
講

ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
意
見
一
致
し
た
旨
」
報
告
を
受
け
、
解
散
し
た
の
で
あ
る
。

あ

と

が

き

本
稿
は
佐
藤
一
郎
(
文
)
が
執
筆
し
、
長
岡
新
吉
(
経
)
、
岡
利
郎
(
法
)
の
校
閲
を
経
た
原
稿
に
、
永
井
秀
夫
(
文
)
が
補
筆
し
た
。
法
文
学

部
草
創
期
の
逸
話
に
は
事
欠
か
な
い
が
、
多
く
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。
な
お
、
写
真
に
つ
い
て
は
北
海
道
新

聞

社

の

厚

意

に

よ

る

提

供

が

あ

っ

た

。

(

永

井

秀

夫

)

，8ラ
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付

録

創
設
期
の
法
文
学
部
教
官
(
一
九
四
七
年
度
発
令
分
・
除
助
手
)

氏

""'" 局

発
令
年
月
日

備

考

担
当
科
目
(
一
九
四
八
年
度
時
間
割
に
よ
る
)

職

歴

前

名
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尾

形

典

男

亀

島

泰

治

中

川

秀

恭

伊

藤

俊

夫

田

中

良

久

山

口

和

雄

知
里
真
志
保

山小
下山

録

服
部
栄
三

武

田

泰

淳

鈴
木
栄
太
郎

宮
崎
孝
治
郎

林

迫

広

早

川

泰

正

関

清

秀

杉
浦
正
一
郎

細

谷

貞

雄

付

康
雄昇

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

非
常
勤

講

師

助
教
授

教

授

七
・
一
四

七
・
二
一
一

八
・
二

O

八
・
二

O

八
・
一
一
六

λ
・一一六

八
・
三
一

九

・

三

九
・
一
七

一
0
・
一

一0
・

八

一
0
・
一
五

一
0
・
一
五

一
0
・
二
一

一
一
・
四

一
一
了
一

O

一
九
四
八
・
ニ
・
二
八

一一了一

O

政
治
思
想
史

財
政
学
・
経
済
学
演
習

宗
教
学
概
論
・
宗
教
学
演
習

経
済
政
策
・
経
済
政
策
演
習

心
理
学
特
殊
講
義
・
心
理
学
演
習

経
済
史
・
経
済
史
演
習

ア
イ
ヌ
文
学
概
説

民
事
訴
訟
法

国
際
法
・
国
際
法
演
習

商
法
∞

支
那
文
学
史
概
説
・
支
那
文
学
演
習

社
会
学
概
論
・
社
会
学
・
社
会
学
演
習

民
法
印
・
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
法

経
済
原
論
・
経
済
原
論
演
習

社
会
学
特
殊
講
義

国
文
学
・
国
文
学
演
習

西
洋
哲
学
史
・
西
洋
哲
学
史
演
習

(
前
)
二
高
講
師

(
前
)
法
大
講
師

(
前
)
東
北
大
講
師

(
元
)
京
城
大
講
師

会
問
)
東
大
嘱
託

(
元
)
日
本
常
民
文
化
研
究
所

(
元
)
樺
太
豊
原
高
女
教
諭

(
前
)
東
大
助
手

(
元
)
台
北
大
講
師

(
前
)
東
大
助
手

(
元
)
上
海
中
日
文
化
協
会

(
元
)
古
川
城
大
教
授

(
元
)
台
北
大
教
授

(
前
)
九
大
助
手

(
前
)
東
京
商
大
研
究
員

(
前
)
経
済
安
定
本
部
部
員

(
前
)
佐
賀
高
校

(
前
)
第
五
高
校
教
授

備
考

林
迫
広
講
師
の
授
業
担
当
科
目
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
同
講
師
は
社
会
法
・
労
働
法
を
専
門
と
し
て
い
た
。
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授
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師

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

四
九
・
五
・
三
一
辞

四
七
・
四
・
一
二
講
師

四
七
・
六
・
三

O
講
師

「
四
七
・
八
・
一
五
講
師

ム
四
九
・
玉
・
三

O
名
古

(
屋
大
へ

四
八
・
=
了
二
三
辞

四
七
・
七
・
一
五
講
師

四
七
・
六
・
三
O
講
師

四
七
・
七
・
三
一
講
師
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1949年秋の法文学部建物配置図

i |削書室(目立lil!噌
元学生ホー)~)表階上 ; 日

iD::<田辺xliJA

dlム園ムId Iムいい

(備考)

O印及ぴ個人名の室は教授・助教授室

。印は助手室

×印は教室

ム印は心理実験室



年

表

一
九
四
六
(
昭
幻
)

4
-
m
一
総
長
伊
藤
誠
哉
が
『
教
育
建
設
』
紙
上
に
「
法
文
学
部
の

一
増
設
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た

7
・
μ

一
評
議
会
は
「
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
設
置
趣
意
書
」

一
と
「
昭
和
二
十
二
年
度
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
設
置

一
概
算
書
」
を
決
定
し
た

9
-
u
一
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
創
設
期
成
会
の
設
立
総
会
が

一
行
わ
れ
た

叩

t
5

一
衆
議
院
に
て
「
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
両
学
部
設
置
に
関

一
す
る
建
議
案
」
が
可
決
さ
れ
た

叩

-m
一
文
部
省
議
で
法
文
学
部
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た

m
-
m
一
北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
創
設
期
成
会
は
各
支
部
の
寄

一
付
募
集
額
を
決
め
た

日
・

5

一
札
幌
市
議
会
は
大
蔵
大
臣
・
文
部
大
臣
に
法
文
学
部
設
置

一
の
誇
願
書
を
提
出
し
た

一
九
四
七
(
昭
辺
)

--U
大
蔵
省
議
で
法
文
学
部
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た

2
-
m

北
海
道
帝
国
大
学
法
文
学
部
期
成
会
は
募
金
活
動
を
始
め

た衆
議
院
で
法
文
学
部
設
置
が
通
過
し
た

法
文
学
部
設
置
準
備
委
員
会
規
程
が
施
行
さ
れ
た

貴
族
院
で
法
文
学
部
設
置
が
通
過
し
た

189 

3
-
m
 

3

・M

3
・

間

ω

法
文
学
部
の
設
置
が
公
布
さ
れ
、
哲
学
七
講
座
・
史
学
三

講
座
・
文
学
三
講
座
・
法
律
学
五
講
座
・
政
治
学
一
講
座

及
び
経
済
学
二
講
座
が
置
か
れ
た
(
勅
令
第
一
三
九
号
)

法
文
学
部
規
程
が
施
行
さ
れ
、
哲
学
科
・
史
学
科
・
文
学

科
・
法
律
学
科
・
政
治
学
科
・
経
済
学
科
及
び
一
四
の
専

修
科
が
置
か
れ
た

入
学
試
験
が
行
わ
れ
た

(
1
6
・
6
)

伊
藤
吉
之
助
教
授
が
法
文
学
部
長
に
補
せ
ら
れ
た

入
学
式
が
行
わ
れ
た

法
文
学
部
内
規
が
制
定
さ
れ
た

法
文
学
部
開
講
式
が
行
わ
れ
た

選
科
生
の
本
科
編
入
に
関
す
る
取
扱
内
規
が
制
定
さ
れ

た

1

一
九
四
八
(
昭
お
)

2
・
幻
「
教
養
学
科
設
置
要
綱
」
を
教
授
会
は
決
定
し
た

7
・
5

「
新
制
北
海
道
大
学
法
文
学
部
計
画
要
綱
」
を
教
授
会
は

決
定
し
た

「
新
制
北
海
道
大
学
法
文
学
部
計
画
要
綱
」
に
法
文
学
部

を
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
に
分
離
す
る
こ
と
を
追

加
し
た

「
北
海
道
大
学
設
置
認
可
申
請
書
」
を
文
部
省
へ
提
出
し

た

4
-
u
 

4
・幻

6

・
5

119866  

19 1 22 12 9 

7
-
u
 

7
・
出
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9

・
u

法文学部

一
法
文
学
部
を
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
に
分
離
す
る

一
こ
と
を
教
授
会
は
決
定
し
た

一
哲
学
一
講
座
・
史
学
一
講
座
・
法
律
学
五
講
座
・
経
済
学

一
二
講
座
が
設
置
さ
れ
た

一
九
四
九
(
昭
M
)

1
・
1

一
文
学
部
・
法
経
学
部
分
離
案
を
文
部
省
へ
提
出
し
た

5
-
訂
一
国
立
学
校
設
置
法
(
法
律
第
一
五

O
号
)
が
公
布
・
施
行

一
さ
れ
、
新
制
の
北
海
道
大
学
に
法
文
学
部
が
設
置
さ
れ
た

6

・
2

一
哲
学
二
講
座
・
史
学
一
講
座
・
文
学
ニ
講
座
・
法
律
学
二

一
講
座
・
経
済
学
一
講
座
が
設
置
さ
れ
た

7
・
日
一
法
文
学
部
学
生
は
創
設
資
金
の
た
め
に
鉛
筆
販
売
を
始
め

一
た

一
九
五
O
(昭
お
)

2
・
6

一
文
部
省
は
大
蔵
省
に
文
学
部
・
法
経
学
部
分
離
案
を
提
出

一
し
た

3
・
む
一
法
文
学
部
を
文
学
部
と
法
経
学
部
に
分
離
し
設
置
す
る
こ

一
と
が
公
布
さ
れ
た
(
法
律
第
五
一
号
)

3

一
最
初
で
最
後
の
卒
業
生
一
六
二
名
が
巣
立
っ
た

一
九
五
一
(
昭
お
)

3

・
羽
一
北
海
道
大
学
法
文
学
部
期
成
会
が
解
散
し
た

8
-
m
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